


















我々は小児の心身の発育における母子相互作用の臨床的意義を明らかにするため,前年に

ひき続き,分担研究者小林登のもとに 10 名の研究協力者よりなる分担研究班を構成し,研

究を遂行した。その結果を以下に添付するが,要約すると次のようになる。 

財満らは,血しょうおよび尿中タウリン,銅,亜鉛の動態を検討し,母乳に多量に含まれるタ

ウリンの尿中排泄が生後数日で極端に低値となり,体内蓄積傾向があることを認め,乳児栄

養上の母乳の重要性を明らかにした。タウリンの向神経作用が検討されている最近の動向

からみて,今後,新生児期の神経機能との関係を明らかにすることが重要であろう。 

母乳栄養を確立する上で出生後の母子接触が重要であることは多田により検討され,母子

同室制を採用し,啼泣時に自由に哺乳させることにより,母乳栄養の比率を新生児室退院時

96.9%,生後 1ケ月検診時 59.5%まで高められていることが明らかになった。 


